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子供に寄り添い支える。
－みんなで見守り、いじめを見逃さないまちへ
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子供に寄り添い支える。
◎問合せ　教育委員会学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4864

特 集
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子
供
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
成
長
や
人
格

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
命
の
危
険

が
生
じ
る
お
そ
れ
も
あ
る
「
い
じ
め
」。

　

今
回
の
特
集
で
は
鶴
岡
市
の
い
じ
め
の
現

状
や
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

　

悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
子
供
た
ち
に
寄
り

添
い
支
え
る
た
め
に
、
周
囲
の
大
人
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
す
る
こ
と
が
対
策
の
ス
タ
ー
ト

　

平
成
30
年
度
に
市
内
の
小
・
中
学
校
で
認

知
さ
れ
た
い
じ
め
の
件
数
は
１
、
３
２
８
件

で
し
た
。
前
年
度
の
約
２
倍
に
増
加
し
、
子

供
た
ち
の
約
７
人
に
１
人
が
い
じ
め
を
受
け

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
急
激
な
増
加
の
主
な
要
因
の
一
つ
は
、

29
年
３
月
に
国
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
が

改
定
さ
れ
、
い
じ
め
の
定
義
の
幅
が
広
が
っ

た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
積
極
的
に
い
じ
め

を
認
知
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

す
。
い
じ
め
の
認
知
は
い
じ
め
対
策
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
。
い
じ
め
だ
け
に
限
ら
ず
、
嫌

な
思
い
を
し
て
い
る
子
供
を
早
い
段
階
で
見

つ
け
、
支
援
を
開
始
し
ま
す
。

　

学
年
別
に
み
る
と
、
小
学
校
低
学
年
が
最

も
多
く
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て
少
な
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
子
供
自
身
が
成
長
し
、

良
好
な
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

子
供
・
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
が
大
切

　

い
じ
め
発
見
の
き
っ
か
け
と
し
て
最
も
多

－みんなで見守り、いじめを見逃さないまちへ

登校した児童が校長先生とハイタッチ（朝暘第二小学校）
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い じ め の 形 態

認 知 件 数 発見のきっかけ

か
っ
た
の
は
、
学
校
が
子
供
や
保
護
者
に
対

し
て
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
す
。
そ
し
て
、

子
供
か
ら
学
校
・
教
員
へ
の
訴
え
が
２
番
目
、

保
護
者
か
ら
の
訴
え
が
３
番
目
と
続
き
、
合

わ
せ
て
95
・
８
％
に
上
り
ま
す
。

　

多
く
の
子
供
を
救
う
た
め
に
は
、
子
供
・

家
庭
と
学
校
の
信
頼
関
係
を
築
き
相
談
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分

か
ら
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
を
教
師

が
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

約
半
数
は
冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
な
ど

　

最
近
の
い
じ
め
は
、「
気
に
障
る
こ
と
を

言
っ
た
」
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か

け
で
始
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
子
供
が
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
方
法
や
手
段
が
巧

妙
で
陰
湿
に
な
り
、
遊
び
感
覚
で
行
わ
れ
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
集
団
で
行
わ
れ
る
場
合

に
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
は
っ
き
り
せ
ず
自
分
た

ち
が
良
く
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
な
い
こ
と
も
多
く
、
面
白
が
っ
て
は
や
し

立
て
る
子
供
や
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
子
供

も
い
る
な
ど
構
造
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
市
で
の
い
じ
め
の
形
態
を
見
る
と
、

約
半
数
が
「
冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
、
悪
口

な
ど
を
言
わ
れ
る
」、
次
い
で
「
軽
く
ぶ
つ

か
ら
れ
た
り
、
遊
ぶ
振
り
を
し
て
叩
か
れ
た

り
す
る
」「
仲
間
外
れ
や
無
視
を
さ
れ
る
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
身
体
に
け

が
を
負
わ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
心
を
大
き
く
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
小
さ
な
変
化
や
サ
イ

ン
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
注
意
深

く
見
守
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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冷やかしやからかい、悪口などを言われる

軽くぶつかられたり、遊ぶ振りをして叩かれたりする

仲間外れや無視をされる

ひどくぶつかられたり、叩かれたりする

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、
させられたりする

物を隠されたり、壊されたりする

その他

※複数回答あり

学級担任が発見（2.2％）

その他（2.0％）1,328件

平成27年度 28年度 29年度 30年度

〈平成30年度〉

679件
571件

360件

　特　集 子供に寄り添い支える。

800600400200

766件

261件

236件

104件

73件

61件

35件

(件 )

(件 )

〈平成30年度〉

本人の訴え（13.2％）

アンケート（72.7％）

保護者の訴え（9.9％）

鶴 岡 市 の い じ め の 現 状
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市 ・ 学 校 の 取 り 組 み

　各校のいじめ防止の取り組みを振り返り、次年
度に生かす仕組みの構築を推進

い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

　

国
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
が
改
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
30
年
度
に
「
鶴
岡

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
改
定
し
ま
し

た
。
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
各
校
の
い
じ
め
防

止
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
次
年
度
に
生

か
す
仕
組
み
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
市
の
基
本
方
針
が
適
切
に
機
能
し

て
い
る
か
、
様
々
な
分
野
の
委
員
で
構
成
す

る
鶴
岡
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
が

点
検
し
ま
す
。

　

教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
研
修
会

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
会
な
ど
子
供

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
い
じ
め
防
止
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
や
保
護
者

だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
校
に
は
、
い
じ
め
も
含
め
発
達
障
害
・

不
登
校
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
子
供
の

学
習
支
援
等
を
行
う
た
め
、
学
校
教
育
支
援

員
を
配
置
。
保
護
者
や
教
員
が
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
助

言
や
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
み
ん
な
で
見
守
り
支
え
る

　

い
じ
め
問
題
に
取
り
組
む
と
き
に
大
切
な

の
は
、
そ
れ
が
い
じ
め
な
の
か
を
判
断
す
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み
や
不
安
を
抱

え
て
い
る
全
て
の
子
供
に
、
寄
り
添
い
支
援

す
る
こ
と
で
す
。

　

学
校
と
保
護
者
・
地
域
が
連
携
し
て
見
守

り
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、
そ
し
て
、
子
供

た
ち
が
学
校
生
活
を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

いじめ防止基本方針の改定

　学校関係者、医師、弁護士、人権擁護団体など、
様々な分野の委員で構成し、鶴岡のいじめ問題に
ついて現状を共有し、課題などについて話し合い
ます。各校の取り組みの第三者評価も担います。

主な役割
〇�市のいじめ防止基本方針が実情に応じて適切に
機能しているか点検
〇�各校の基本方針策定状況の確認
〇�各校のいじめ防止等の取り組みなどについて協
議及び情報交換
〇各校のいじめ対策組織の取り組み状況の点検
〇いじめ防止対策等のための調査研究

いじめ問題対策連絡協議会の開催

　教員の資質向上を図るため、いじめ防止対策の
専門家等を招き研修会を開催しています。
　これまで、生徒
指導の技術や、い
じめ・不登校等の
問題を未然に防止
するために大切な
「明るい学級づく
り」の方法などを
学んできました。　

研 修 会 の 実 施

POINT

いじめ対策の実施
〇�各校が基本方針・目標を設定し、具体
的な取り組みを実施

自己評価
〇�実施した取り組みについて各教員が評
価

〇�各校のいじめ対策組織が、改善方策を
取りまとめて報告書を作成

学校関係者評価
〇�いじめ対策組織の外部委員やＰＴＡ役
員等が、意見交換や活動観察などを通
して報告書の内容を評価

〇�必要に応じて、いじめ対策組織が改善
方策などを見直し、市教育委員会に報
告書を提出

第三者評価
〇�鶴岡市いじめ問題対策連絡協議会が、
「自己評価」と「学校関係者評価」を
評価し、各校に結果を通知

評価の公表
〇�保護者や地域住民等に各評価・改善方
策を公表
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いじめに関する相談窓口

①�目を見て、笑顔で、さわやかなあいさつをします。
②�つらい思いをしている人に気づき、声をかけます。
③�周りの人と信頼し合える関係を築いていきます。
④�ネット利用は、誰が見ても嫌な気持ちにならないよ
うに使います。

　平成26年に開催された
田川地区の各中学校生徒会
に所属する生徒たちのリー
ダー研修会で、どうすれば
いじめや嫌がらせをなくす
ことができるかを考えまし
た。話し合った内容を宣言
としてまとめてポスターを
作成。各校に掲示するなど
して活用しています。

子 供 た ち の 取 り 組 み

「いじめ・嫌がらせ」撲滅宣言

機関 相談窓口 電話番号 受付日 時間

�鶴岡市
�教育委員会

�教育委員会学校教育課 　57‐4864 月曜～金曜日 8：30～ 17：15
�教育相談センター 　23‐9351 月曜～金曜日 9：00～ 16：00
�青少年育成センター 　0120‐028‐234 月曜～金曜日 9：00～ 17：00

�文部科学省 �24時間いじめ相談ダイヤル 　0570‐0‐78310 毎　日 24時間

�山形県
�教育委員会

�教育相談ダイヤル 　023‐654‐8181 月曜～金曜日 9：00～ 16：00
�いじめ相談ダイヤル 　023‐654‐8383 毎　日 24時間

�その他

�鶴岡警察署�ヤングテレホンコーナー 　23‐4970 毎　日 24時間
�法務局�子どもの人権110番 　0120‐007‐110 月曜～金曜日 8：30～ 17：15
�庄内児童相談所 　22‐0790 月曜～金曜日 8：30～ 17：15
�チャイルドライン 　0120‐99‐7777 月曜～土曜日 16：00～ 21：00
�山形県弁護士会法律相談センター 　023‐635‐3648 月曜～金曜日 9：30～ 16：30

子供に寄り添い支える。

　櫛引中学校では生徒会が中心になり、いじ
めをみんなで解決するよう取り組んでいます。
いじめが起きたときには、その学年の集会に
生徒会長と副会長が出向き、決していじめを
してはいけないということ、そして、これか
らの行動が重要になるということを話します。
例えば一人で孤立している人がいたら声を掛
ける、自分の言ったことで他の人が嫌な思い
をしないように気を付けるなど。学年全体で
次のいじめを起こさない雰囲気
をつくることが大切です。
　また、いじめる側が別の問
題を抱えていることもありま
す。それに気付くことも、
周りにいる私たちができ
ることだと思います。

生徒会を中心にみんなで解決

　子供は自分が「いじめられている」とは言い出しにくいもの。子供が発する「ＳＯＳ」
のサインを感じ取ることも周りの大人の役割です。
　何もなければそれに越したことはありませんが、心配なこと、不安なことがあれば、さ
さいなことでもまずは学校にご連絡ください。
　また、次の相談窓口でも、悩んでいる本人だけでなく、周りにいる方からの相談に応じ
ます。担当者がお話を聞き、相談者に寄り添ってこれからのことを一緒に考えていきます。

「もしかして」と思ったら…��心配なことはまずは学校に相談を

櫛引中学校�
生徒会長

鈴木耀さん

　特　集
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市役所電話番号
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　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（17）

鶴岡市職員採用試験【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格

▷ 上級行政・上級土木・上級建築・上級電気（大卒
程度）…昭和60年４月２日～平成10年４月１日
に生まれた方

▷ 保健師（短大卒程度）…昭和60年４月２日以降
に生まれ、保健師免許を取得している方及び令和
２年４月までに取得見込みの方

▷ 作業療法士（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、作業療法士免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 臨床工学技士（短大卒程度）…昭和60年４月２
日以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得してい
る方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 臨床検査技師（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和50年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方　
　及び令和２年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方も募
集します。

■試験日時

▷１次試験…７月28日○日午前10時

▷�２次試験…１次試験に合格した方を対象に、上級
行政・上級土木・上級建築・上級電気・保健師は
10月上旬、作業療法士・臨床工学技士・臨床検
査技師・看護師［助産師］は９月上旬に実施予定

■試験会場　

▷上級行政・上級土木・上級建築・上級電気・保健師▲
１次試験…鶴岡会場（勤労者会館）
　　　　　　東京会場（タワーホール船堀〈東京都
　　　　　　　　　　　江戸川区船堀４‐１‐１〉）　▲

２次試験…市役所本所
▷ 作業療法士・臨床工学技士・臨床検査技師・看護

師［助産師］　▲

１次・２次試験…荘内病院

■申込み受付

▷６月３日○月～28日○金に、申込書を市役所本所職
　員課へ（郵送の場合、28日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び荘
　内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ
▷�市HP「人事・職員採用」からダウンロードするこ
ともできます

■問本所職員課☎内線327

上記職種のほかに、土木・建築・電気（社会人
経験者）、初級行政、消防士等の採用試験を９
月に予定しています。

　

10
連
休
初
日
の
４
月
27
日
、
働
く
人
た
ち

の
祭
典
・
メ
ー
デ
ー
大
会
に
参
加
し
た
。
長

時
間
労
働
の
是
正
な
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
働
き
方
改
革

は
、
官
も
民
も
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
中
小
企
業

が
従
業
員
を
非
正
規
か
ら
正
社
員
に
転
換
し

た
場
合
に
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
る
。
国
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
、
県
の
正
社
員
化

促
進
事
業
奨
励
金
に
市
が
上
乗
せ
し
、
長
期

の
雇
用
安
定
と
人
材
確
保
を
後
押
し
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
は
対
象
年
齢
を
45

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
充
し
て
お
り
、

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
６
月
か
ら
は
、
消
防
、
病
院
な
ど
を

除
く
市
職
員
を
対
象
に
、
時
差
出
勤
、
い
わ

ゆ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
試
行
的
に
導
入

す
る
。
昨
年
度
、
市
役
所
内
に
女
性
活
躍
推

進
の
検
討
チ
ー
ム
を
設
け
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
全
て
の
職
員
が
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
の
画
一
的
な
働
き
方
で
あ
っ

た
。
あ
る
女
性
職
員
は
、
子
供
を
保
育
園
に

預
け
た
後
、
そ
の
ま
ま
出
勤
し
て
早
い
時
間

か
ら
働
け
れ
ば
、
と
言
う
。「
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
越
え
、
具
体
的
な
推
進
策
を
導
入
す
る
、

制
度
の
試
行
は
、
女
性
活
躍
に
向
け
た
そ
の

議
論
の
成
果
で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
が
な
い
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
早
い
出
勤
時
間
で
は
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情報公開・個人情報保護条例の施行状況
平成30年度施行状況

■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　�（　）内は対象の公文書数　

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 62 34（993） 43（1,024） ９（‐） ０

内訳
①市長部局…45
②教育委員会…９
③消防…８

①18（947）
②８（15）
③８（31）

①33（981）
②８（31）
③２（12）

①４（‐）
②５（‐） ０

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 ３ １（１） ２（２） ‐ ０
内訳 市長部局…３ １（１） ２（２） ‐ ０

　鶴岡市情報公開条例及び鶴
岡市個人情報保護条例の規定
に基づき、平成30年度の施
行状況をお知らせします。
　荘内病院、選挙管理委員会、
監査委員、農業委員会、固定
資産評価審査委員会、議会は
請求件数が０件のため掲載し
ていません。
　１つの開示請求に対して複
数の決定が行われる場合があ
るため、請求の件数と決定等
の件数は一致しません。

開かれた市政を�

審議会等公開及び意見公募の実績
平成30年度実績

■問本所総務課☎内線313

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。平成30年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 審議会等の回数 うち公開された回数
市長部局 105 90
教育委員会 9 9
荘内病院 1 1
合計 115 100

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 8 69
教育委員会 2 2
荘内病院 0 0
合計 10 71

午
前
７
時
半
、
遅
い
出
勤
時
間
で
は
午
前
10

時
な
ど
、
６
つ
の
区
分
の
中
か
ら
勤
務
時
間

を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
毎
月
実
施
し
て
い
た
部

課
長
会
議
も
、
四
半
期
に
１
回
に
変
更
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
30
分
程
度
の
会
議
の
た
め
に
、

毎
月
、
温
海
庁
舎
や
朝
日
庁
舎
か
ら
幹
部
が

招
集
さ
れ
て
い
た
。
働
き
方
を
変
え
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
、

市
名
が
兵
庫
県
篠
山
市
か
ら
丹
波
篠
山
市
に

変
更
さ
れ
た
現
地
で
迎
え
た
。
同
市
と
は
、

豆
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
の
相
互
訪
問
が
行
わ

れ
、
互
い
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
加
盟
し
て
お
り
、
災
害
時
の
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
少
し
や
や
こ
し

い
話
な
の
だ
が
、
丹
波
篠
山
市
の
お
隣
に
は
、

丹
波
市
が
あ
る
。
旧
篠
山
市
で
は
、「
丹
波

の
黒
豆
」
の
本
場
が
丹
波
市
だ
と
誤
解
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
損
失
が
あ
る
と
し
、
市

名
変
更
に
よ
り
新
た
な
経
済
効
果
を
含
め
52

億
円
以
上
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
あ
る
と

主
張
し
て
き
た
。
訪
問
に
併
せ
、
お
隣
の
丹

波
市
が
設
置
し
た
農
業
者
育
成
施
設「
農（
み

の
り
）
の
学
校
」
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。丹
波
市
と
篠
山
市
の
合
併
で
は
な
く
、丹

波
市
が
残
っ
た
ま
ま
の
丹
波
篠
山
市
の
誕
生
。

両
市
の
関
係
者
の
反
応
は
様
々
で
、「
一
つ

の
庄
内
」
へ
の
道
の
り
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

連
休
の
最
終
日
、
久
し
ぶ
り
に
長
男
と
釣

り
に
出
か
け
た
。
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ

た
５
月
５
日
の
鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
あ
れ
ほ
ど
海
の
幸
が
あ
ふ
れ
て
い

た
の
に
、
米
子
で
も
堅
苔
沢
で
も
二
人
の
釣

り
ざ
お
が
し
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
し
ば
し
仕
事
を
忘
れ
、
爽
や
か
な
海
辺

の
休
日
と
な
っ
た
。

【個人情報保護】
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市内中小企業の皆さまへ�

インターンシップ等採用活動支援事業補助金
企業採用活動支援

■申本所商工課☎内線563

■対象経費
　インターンシップ等の受入れの際に、企業が負
担した次の就職活動経費
　①交通費
　②�宿泊費（インターンシップを２日以上実施し
た場合のみ）

　③保険料

■補助金額
　▷�学生等１人につき 1万円を乗じた額と対象
経費の２分の１（1,000円未満切り捨て）を
比較していずれか少ない方の額

　▷�インターンシップを２日以上実施した場合は、
学生等１人につき３万円を乗じた額と対象経
費の２分の１（1,000円未満切り捨て）を比
較していずれか少ない方の額

　▷１企業１年度当たり10万円を上限

■対象経費
　市内に本社を有する民間事業者が運営する地元
就職情報サイトへの掲載に必要な経費
※消費税及び地方消費税相当分は対象外。

■補助金額
　▷�対象経費の２分の１（1,000円未満切り捨て）
と20万円を比較していずれか少ない方の額

　▷１企業１回のみの交付

①
交付申請

申請者

⑥
補助金
請求

⑧
補助金
受取

④
実績報告

鶴岡市

②
交付決定

通知

⑦
補助金
支払

⑤
補助金額
確定通知

③
事業実施

実施の７日前まで
申請書を提出

実施後30日以内に
実績報告書を提出

業種
A

資本金の額または
出資の額

B
常時雇用する
労働者の数

小売業�
（飲食店を含む） 5,000万円以下 50人以下

サービス業 5,000万円以下 100人以下

卸売業 １億円以下 100人以下

製造業、建設業、
その他 ３億円以下 300人以下

　若者の地元回帰を促進するため、学生等が参加するインターンシップ、会社見学、面接等の受入れや採
用活動のために地元就職情報サイトを利用する市内の中小企業事業主を支援します。

　申請や実績報告の際に必要な書類のデータは市ＨHP
に掲載しています。リーフレットも掲載しています
ので併せてご覧ください。
※�実績報告の際に、補助対象経費を負担したことが
分かる書類の提出が必要です。領収書・明細書な
どは保管しておいてください。

補助金交付までの流れ 対象となる中小企業の定義

提出資料等について

　次のＡまたはＢに該当する企業が対象となります

１

２ 企業情報や採用情報を発信する地元就職情報サイトへの掲載を支援！

学生等のインターンシップ、会社見学、面接等の受入れを支援！
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後期高齢者医療保険料の軽減が見直されます
後期高齢者医療

　保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度から８割軽減に変わります。所得
の低い年金受給者の方へは、10月から老齢年金生活者支援給付金（基準額月5,000円）の制度が始まります。

■問後期高齢者医療制度について…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　�老齢年金生活者支援給付金について…ねんきんダイヤル☎0570‐05‐1165

　避難情報の発令が変更されます
防災情報

■問本所防災安全課☎内線179

　西日本豪雨災害の際、避難勧告や避難指示を出し
ても、住民の避難行動につながらないケースがあっ
たことから、国が避難勧告のガイドラインを改正し
ました。住民に分かりやすく伝えるために、５段階

の警戒レベルを設定し、住民の皆さんが取るべき行
動を明確化しました。
　市ではこれを受け、６月から以下の通り避難情報
の発令を変更します。

警戒レベル 避難行動 避難情報等 発令者・発表者

警戒レベル５ 命を守るための最善の行動を取る 災害発生情報 市長

警戒レベル４ 全員避難 避難指示（緊急）
避難勧告 市長

警戒レベル３ 高齢者等は避難 避難準備
高齢者等避難開始 市長

警戒レベル２ 避難行動の確認 洪水注意報
大雨注意報 気象庁

警戒レベル１ 災害への心構えをする 数日中に警報級の
大雨の可能性あり 気象庁

高

低

危
険
度

※避難の合図が出たら、すぐに避難してください。

 老齢年金生活者支援給付金
　以下の要件を全て満たす方に給付があります
　・65歳以上で老齢基礎年金を受給中
　・世帯全員の市民税が非課税
　・前年の年金収入額と所得額の合計が87万9,300円以下

※�給付額は保険料を納めた期間等に
より異なり、年金の支払日に振り
込みます（初回は10月・11月分
を12月に振り込み）。

（例）年金収入80万円以下の方
平成30年度 令和元年度

９割軽減
（月平均342円納付）

保険料の納付額（１割）

８割軽減
（月平均684円納付）

保険料の納付額（２割）

※特別徴収（年金からの差引き）で納めている場合、差引き額への影響は10月からです。
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セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
内
線
☎
１
９

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
の
あ
る
方
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
３
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■申
６
月
28
日

○金
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内
線

７
０
５
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

▽
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

▽
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■内
市
が
委
託
し
た
業

者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ

ッ
ト
レ
ス
）を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す（
１

人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割

相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
１
以
上
）、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮

ら
し
の
方　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援

５　

■申
６
月
13
日
○木
ま
で
勤
務
を
希
望
す
る

小
学
校
へ

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○土
～
９
月
30
日
○月
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
25
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
10
民
生
区
（
栄
地
区
）
…
今
野
誠
一（
主

任
児
童
委
員
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児　

療
育
支
援
活
動
へ
の
助
成

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
▽
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

▽
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

市
政

藤
沢
周
平
記
念
館 

学
芸
員
募
集

■
職
種　

学
芸
員
（
嘱
託
職
員
）　

■
任
用

期
間　

10
月
～
来
年
３
月　

■
受
験
資
格

４
年
制
大
学
を
卒
業
し
学
芸
員
資
格
を
有
す

る
方　

■
募
集
人
数　

１
人　

■申
７
月
19
日

○金
ま
で
提
出
書
類
等
を
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０
へ　

■他
同
館
HP

小
学
校
プ
ー
ル 

監
視
補
助
員
募
集

■
要
件　

高
校
生
以
上
で
、
監
視
補
助
業
務

に
専
念
し
泳
げ
る
方　

■
勤
務
期
間　

小
学

校
の
夏
休
み
期
間
（
7
月
25
日
頃
か
ら
約
１

か
月
間
）
の
プ
ー
ル
開
放
日
（
月
曜
～
金
曜

日
の
１
日
6
時
間
〈
5
～
10
日
程
度
〉）

■
募
集
人
数　

各
校
若
干
名　

■
時
給　

８

１
０
円　

■
募
集
校　

朝
暘
一
小
☎
22
‐
０

４
４
１
、
朝
暘
三
小
☎
22
‐
０
３
１
８
、
朝

暘
四
小
☎
22
‐
８
３
４
３
、
朝
暘
五
小
☎
22

‐
０
５
１
４
、
朝
暘
六
小
☎
24
‐
２
２
９
０
、

斎
小
☎
22
‐
１
５
６
６
、 

黄
金
小
☎
22
‐
５

７
４
２
、
大
泉
小
☎
22
‐
０
７
９
４
、
上

郷
小
☎
35
‐
２
６
４
１
、

湯
野
浜
小
☎
75
‐
２
１

１
０
、
大
山
小
☎
33
‐

２
５
７
０
、
西
郷
小
☎

76
‐
２
３
０
７
、
羽
黒

小
☎
62
‐
２
１
４
８
、

広
瀬
小
☎
62
‐
２
１
６



11 広報つるおか　2019 . 6 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

▼
高
額
療
養
費
請
求　

福
祉
医
療
で
負
担
し

た
医
療
費
が
高
額
療
養
費
の
対
象
の
場
合

は
、
市
が
代
理
で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請

求
（
代
理
請
求
）
し
ま
す
。
該
当
の
場
合
は
、

書
類
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の
助

成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
助
成
金
支

給
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）

▼
共
通　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
前
年

度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
で
、
今
年
度
に
医

療
証
を
希
望
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
３
日
○月
～
７
日

○金
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課
（
午
後
５

時
15
分
～
７
時
）　

８
日
○土
…
同
課
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）　

■問
同
課
☎

内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
ま
た

は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

福
祉
医
療
で
負
担

し
た
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
事
前

に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
保
険
組
合
等
）

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
２
月
～
５
月
分
で
、

６
月
14
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理

由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し

ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま

で
に
各
保
育
園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間

や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
大
泉

保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、
民
田
保
育
園
、

上
郷
保
育
園
、
田
川
保
育
園
、
藤
島
く
り
く

り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育
園
、
大
東
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し
び
き
保
育
園
、

く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■
保
育
時
間　

午

前
８
時
～
午
後
５
時
30
分
（
半
日〈
４
時
間
〉

の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳
未
満
…
１
日
２
、

６
０
０
円
～
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…

１
日
１
、
５
０
０
円
～
２
、
０
０
０
円
（
半

日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま

た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

▼
病
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で

家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害（
児
）者 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

事
前
に
更
新
申
請
を
し
た
方
に
、
所
得
判

定
に
よ
り
該
当
す
る
医
療
証
（
非
該
当
の
場

合
は
非
該
当
通
知
書
）
を
、
６
月
30
日
○日
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
（
未
申
告
等
に
よ
り
所

得
判
定
が
で
き
な
い
場
合
、
確
認
で
き
次
第

送
付
）。
ま
た
、
前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ

た
方
や
、
今
年
度
未
申
請
の
方
が
医
療
証
を

希
望
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

保
険
証
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
児
童
手
当
の 

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10
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分
～
８
時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▽
午
前
６
時

～
７
時
30
分
…
小
波
渡
海
岸　

▼
７
月
14
日

○日　

▽
午
前
７
時
～
８
時
…
三
瀬
海
岸　

■問

海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ま
ず
は
ご
相
談
を 

危
険
空
き
家
の
解
体
に
補
助
し
ま
す

■対
個
人
ま
た
は
住
民
自
治
組
織
等
の
団
体
が
、

危
険
な
空
き
家
の
解
体
に
要
し
た
費
用
の
一

部　

■
補
助
金
額　

個
人
…
解
体
費
の
40
％

ま
た
は
解
体
費
が
土
地
の
評
価
額
を
上
回
っ

た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額　

団
体
…

解
体
に
要
し
た
実
費
（
い
ず
れ
も
上
限
75
万

円
）　

■申
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
１
８
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

ま
ず
は
ご
相
談
を 

空
き
家
の
適
正
管
理
に
補
助
し
ま
す

■対
住
民
自
治
組
織
等
の
団
体
が
、
空
き
家
の

管
理
に
要
し
た
費
用
（
草
刈
機
の
燃
料
、
補

修
用
の
板
等
）　

■
補
助
金
額　

空
き
家
の

管
理
に
要
し
た
実
費
（
上
限
５
万
円
）　

■申

本
所
環
境
課
☎
内
線
７
１
８
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
食
中
毒
予
防
月
間
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
75
℃
以
上
で
１
分
以
上

加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」
河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
30
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線

〈
矢
引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月

７
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地

域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）

（
坂
野
下
～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～

大
山
川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、

三
瀬
川（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川（
三

瀬
地
内
）、降
矢
川（
中
山
地
内
）、藤
倉
川（
中

山
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
ほ
か
】　

▽
午
前

６
時
～
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂

本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
美
原
町
〉
～
内
川

橋〈
宝
町
〉）、内
川
右
岸（
割
目
橋〈
城
南
町
〉

～
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～

三
次
郎
橋
〈
切
添
町
〉）、
大
戸
川
（
大
広
～

国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】、温
海
地
域
【
五
十
川
、

温
海
川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８
時
30
分
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新

内
川
右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
４
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
30

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
色
の
体
に
白

い
し
ま
が
あ
る
蚊
で
す
。
海
外
か
ら
デ
ン
グ

熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
来
訪
し
た
と
き
、

ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
種
類
の
蚊
で
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
の
水
を
管
理

し
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■対
生
後
２
か
月
～
小
学
６
年
生　

■費
１
日
２
、

０
０
０
円　

■問
同
院
☎
22
‐
３
２
９
０
ま
た

は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

６
月
14
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
14
日
○金
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年
度
の
市
・
県
民
税

は
平
成
30
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

■他
市
HP

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
か
ら
口
座
振

替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書

の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納

付
書
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■日
６
月
18
日
○火
～
７
月
18
日
○木
午
前
９
時
30

分
～
午
後
10
時
（
初
日
は
午
後
２
時
か
ら
）

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■問
本
所
食
文
化

創
造
都
市
推
進
課
☎
内
線
５
４
０

男
女
共
同
参〝
学
〟
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地

域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
周
り
の

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
約
１
０
０
年
の
歴
史

が
あ
り
、
真
夏
の
メ
ロ
ン
市
場
を
支
え
る
鶴

岡
市
の
特
産
物
で
す
。
収
穫
の
最
盛
期
が
７

月
で
、「
６
」と
い
う
数
字
が
メ
ロ
ン
の
形
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
と
し
ま
し
た
。
当
日

は
加
茂
水
族
館
で
試
食
宣
伝
会
を
行
い
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

「
鶴
岡
も
っ
け
だ
の
ぉ
食
堂
」

営
業
終
了
の
お
知
ら
せ

　

市
役
所
本
所
地
下
１
階
で
営
業
し
て
い
ま

し
た
同
食
堂
は
、
都
合
に
よ
り
４
月
26
日
を

も
ち
ま
し
て
営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

■問
本
所
職
員
課
☎
内
線
３
５
２

自
主
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

い
つ
も
の
む 

い
つ
も
の
水
に 

日
々
感
謝 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
５
、
９
７
８
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本

所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

無
事
故
へ
の 

構
え
一
分
の 

隙
も
無
く 

６
月
２
日
～
８
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
、
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、

そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど

の
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
18
日
は
「
持
続
可
能
な
食
文
化
の
日
」
で
す 

食
の
課
題
と
鶴
岡
の
食
文
化
を
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ネ
ル
展

　

鶴
岡
の
食
文
化
は
食
の
安
全
や
持
続
可
能

な
食
料
生
産
な
ど
、
世
界
で
生
じ
て
い
る
様

々
な
食
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本

市
の
食
文
化
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４

５
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
２
月

28
日
○金
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
０
、
農
業
委
員
会
各
分

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
へ　

■他
市
HP

日
赤
鶴
岡
市
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

６
月
は「
会
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
。
任
意
で
の
会
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
の
と
き
は

ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草
刈
り

な
ど
し
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外

作
業
で
は
、
長
袖
を
着
用
し
、
防
虫
用
品
を

使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

高
齢
者
を
狙
っ
た   　
　
　

「
う
そ
電
話
詐
欺
」に
ご
用
心
！

　

偶
数
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な

勧
誘
な
ど
が
集
中
し
ま
す
。

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
名
義
貸
し
に
絡
む
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
名
目
に
現
金
を
要
求
す
る　

▽

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
と
偽
る　

▽
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求
す
る

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

藤島 ふじの花まつり

＜藤島体育館、藤島歴史公園「Hisu花」＞

ふじの花盆栽展や夜藤の宴、働く車展示などが
開催され、多くの来場者が見頃の藤の花を楽し
みました。また庄内オーガニックマルシェが藤

５.11
��・12

島初開催。有機農産物を使った飲食物の販売や
体験型ワークショップなどが行われ、訪れた人
たちは晴天の下で自然に親しみました。

同国の五輪代表候補選手団が来鶴。合宿期間中、
学校訪問や特産品のモルドバワインを楽しむ会
などが行われました。市民交流イベントでは、

４．16
～
５. ３

選手と地元の高校生がペアを組んでの対戦や初
心者向けの体験会などが行われ、2020東京五
輪・パラリンピックへの機運が高まりました。

鶴岡 鶴岡ホストタウン推進事業�モルドバ共和国アーチェリー選手団強化合宿受入れ

＜小真木原公園南多目的広場ほか＞
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まるで江戸時代の城下町にタイムスリッ
プしたかのようです。いつもとは違う景
色を親子連れなどが楽しみました。

４.21

鶴岡 海坂の桜小祭り�内川舟下り

＜内川ほっとパークほか＞

温海 「もう一度、小学校に集合！」手向春祭り

自治振興会が中心となり、廃校舎を活用
して開催。陶芸体験教室などが行われ、
地域内外からの来場者でにぎわいました。

４.28

＜旧羽黒一小＞

温海温海羽黒

温海 あつみ温泉せせらぎ夜桜・宵祭り

宿泊客を対象とした初の催し。熊野神社
の獅子舞などが行われ、参加者は地域の
文化や食、湯巡りを楽しみました。

４.22

＜あつみ温泉＞

櫛引 春日神社例大祭

同神社の４つある例祭の一つ。神事に続
いて、式三番や能、狂言が奉仕され、県
内外から訪れた多くの人を魅了しました。

５. ３

＜春日神社＞

朝日 大平高原わらび園�開園

６月下旬まで収穫を楽しめる同園。開園
を心待ちにしていた参加者は、初物のわ
らびを籠いっぱいに収穫しました。

５.12

＜大平高原わらび園＞

市内 天皇陛下の御退位及び皇太子殿下の御即位に際しての記帳所設置

平成から令和へ―。感謝と祝意をお伝え
しようと、市民や10連休中の帰省者な
ど、多くの方が署名に訪れました。

4.30
��・�
５. １

＜写真：市役所本所＞
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ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等　

■問
ヤ
マ
ガ
タ
デ

ザ
イ
ン
㈱
☎
26
‐
９
１
０
７

鶴
岡
養
護
学
校
中
学
部 

「
お
ひ
さ
ま
市
」

■日
６
月
26
日
○水
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

■場

鶴
岡
協
同
の
家
こ
ぴ
あ　

■内
生
徒
が
作
っ
た

製
品
の
販
売　

■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
戦
略
講
演
会

■日
６
月
29
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大
農

学
部　

■内
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
や
加
工
食

品
の
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
の
報
告
、
今

年
の
具
体
的
計
画
や
方
針
の
紹
介　

■問
同
講

演
会
事
務
局
☎
26
‐
９
３
６
２

先
着
30
人
に
カ
ラ
竹
汁
を
サ
ー
ビ
ス

鈴 

朝
ど
り「
カ
ラ
竹
」祭
り

■日
６
月
30
日
○日
午
前
８
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■場
鈴
地
区
内　

■内
カ
ラ
竹
・
カ
ラ

竹
御
飯
販
売　

■問
売
虎
庵
☎
45
‐
２
５
４
５

淡
井
会
・
サ
ル
ビ
ア
民
謡
会

合
同
お
さ
ら
い
会

■日
６
月
30
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■場

櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■問
サ
ル
ビ
ア
民

謡
会ま

る
ご
と
体
験「
し
な
織
の
里
関
川
」

し
な
の
皮
は
ぎ
・
花
摘
み
体
験

■日
６
月
30
日
○日
午
後
１
時
～
４
時　

■場
関
川

し
な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
の
方

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円　

高
校
生
…
１
、

０
０
０
円　

中
学
生
…
５
０
０
円　

小
学
生

以
下
…
無
料　

■他
宿
泊
可
（
２
、０
０
０
円
・

要
予
約
）。
HP

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
６
月
22
日
○土
午
後
２
時　

■場
勤
労
者
会
館

■内「
脱
優
等
生
が
創
る
ニ
ッ
ポ
ン
の
未
来
」

冨
田
勝
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
所
長
）　

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

～
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
～

■日
６
月
22
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演　

吉
野

ミ
ユ
キ
カ
ル
テ
ッ
ト
（
吉
野
ミ
ユ
キ
、
外
山

安
樹
子
、
若
林
美
佐
、
鈴
木
麻
緒
）　

■費
高

校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐

３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち

の
方
は
無
料

箏
・
三
絃
・
尺
八
の
三
曲
演
奏　
　

山
形
県
三
曲
演
奏
会

■日
６
月
23
日
○日
午
後
１
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　庄

内
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

シ
ョ
ウ
ナ
イ
ズ
カ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
㏌
東
京

■日
６
月
29
日
○土
午
後
１
時
～
８
時　

■場
ｆ
ａ

ｂ
ｂ
ｉ
ｔ
大
手
町
（
東
京
都
）　

■内
庄
内
に

本
社
・
事
業
所
を
置
く
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
庄
内
へ
の
移
住
者
に
よ
る
パ
ネ

出
羽
庄
内
国
際
村
ワ
ー
ル
ド

バ
ザ
ー
ル

■日
６
月
９
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

大
道
芸
・
踊
り
・
演
奏
等
の
発
表
、
世
界
の

料
理
・
雑
貨
販
売
、
屋
台
、
関
係
団
体
の
活

動
紹
介
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問

同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

山
開
き
神
事
の
後
に
登
山
を
行
い
ま
す

摩
耶
山
山
開
き
登
山

■日
６
月
16
日
○日
午
前
６
時
30
分
～
午
後
３
時

（
倉
沢
地
区
内
摩
耶
山
神
社
集
合
）　

■持
昼
食

等　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
53
‐
２
１

２
０　

■他
下
山
後
直な
お
ら
い会
あ
り
（
１
、
５
０
０

円
）う

ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
16
日
○日
午
前
９
時
15
分
～
午
後
２
時　

■場
鼠
ヶ
関
弁
天
島
前
広
場　

■内
生
イ
カ
販
売

（
午
前
９
時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
）、
イ
カ

づ
く
し
の
出
店
、
イ
カ
墨
書
道
、
ス
ル
メ
イ

カ
卓
球
、
イ
カ
の
ト
ン
ビ
飛
ば
し
世
界
大
会

等　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
22
日
○土　

■場
大
鳥
自
然
の
家　

■時
・

■内
午
後
０
時
30
分
…
映
画
上
映
「
タ
イ
マ
グ

ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」（
１
、
０
０
０
円
）　

３
時

…
音
楽
祭
（
■
出
演　

天
田
透
ト
リ
オ
「
Ｂ

Ｌ
Ａ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
」、
小
川
紀
美
代
、
夜
久
、

唯
一
無
二
の
流
れ
、黒
川
能
上
座
若
手
有
志
）　

催
し

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

＆
お
も
て
な
し
祭
り

■日
６
月
９
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

同
園
周
辺　

■内
も
の
ま
ね
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
バ
ラ
エ
ン
ク
エ
ス
ト
、
お
茶
会
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
等　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７

先
着
３
０
０
人
が
無
料
で
イ
カ
焼
き
体
験
で
き
ま
す 

し
ゃ
り
ん
道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
９
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）　

■問

本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内
「
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
８

■他
会
場
周
辺
道
路
の
一
部
通
行
止
め
あ
り

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■日
６
月
５
日
○水
・
21
日
○金
、
７
月
３
日
○水
・

19
日
○金
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■費
３

０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１

４
３た

か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
固
雪
の
六
十
里
越
街
道　

■日
６
月
９
日
○日

▼
夏
の
月
山
・
お
花
畑
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク　

■日
７
月
28
日
○日

▼
加
茂
ウ
ォ
ー
ク
＆
浜
辺
交
流
会　

■日
８
月

31
日
○土

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ　

■他
参
加
に
は
同
ク

ラ
ブ
へ
の
入
会
が
必
要
（
年
会
費
２
、
０
０

０
円
）ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
10
日
○月
、
７
月
22
日
○月
午
後

７
時　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
・
７
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２
時
・

先
着
15
人　

■内
し
な
の
木
の
保
育
活
動
、
皮

は
ぎ
・
花
摘
み
体
験
等　

■申
６
月
21
日
○金
ま

で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

鶴
岡
室
内
合
奏
団　
　
　
　
　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
30
日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
銀
ホ
ー
ル　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

無
料　

■問
・
■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

鶴
岡
楽

器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
７
月
６
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
山
形
大
学
付
属
演

習
林　

■定
先
着
20
人　

■内
初
夏
の
森
林
散
策

等　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
軍
手
等　

■申
６

月
３
日
○月
～
14
日
○金
に
本
所
環
境
課
☎
内
線

７
０
８
へ　

■他
雨
天
時
は
内
容
変
更

庄
内
酒
ま
つ
り
２
０
１
９ 

～
や
ま
が
た
芳
醇
～

■日
７
月
６
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
６
時　

■場

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫　

■内
庄
内
全
18
酒

蔵
１
３
０
種
類
以
上
の
地
酒
の
試
飲
、
食
ブ

ー
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売　

■費
２
、

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

■他
同
院
を
受
診
し

て
い
な
い
方
も
参
加
可

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学 

「
身
体
活
動
と
認
知
機
能
の
関
係
」

▼
講
義
編　

■日
６
月
19
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

■師
飯
田
美
穂
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
）

▼
調
理
編　

■日
６
月
25
日
○火
午
前
10
時　

■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
16
人　

■師
佐
藤
き
く
み
氏
（
管
理
栄
養
士
）　

■費
５

０
０
円　

■申
６
月
14
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■問
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６

足
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
㏌
鶴
岡

■日
６
月
23
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■場
勤
労
者
会
館　

■内
講
演「
あ
な
た

の
足
元
、
大
丈
夫
？
」
佐
々
木
克
則
氏（
フ

ッ
ト
＆
ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン

ト
機
構
代
表
理
事
）、
足
の
計
測
・
相
談
会

（
要
予
約
）、
セ
ル
フ
ケ
ア
体
験
会
（
１
、
０

０
０
円
・
要
予
約
）、
フ
ッ
ト
ケ
ア
体
験
（
５

０
０
円
・
要
予
約
）　

■申
大
山
接
骨
院
＆
Ｆ

ｉ
ｔ
☎
33
‐
４
４
７
７

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｕ
15　
　

庄
内
国
際
招
待
２
０
１
９

■日
・
■内
▽
６
月
29
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
５

時
…
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
（
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ

ン
方
式
）　

午
後
５
時
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
■対
小
・
中
学
生
60
人
〈
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
〉　

■申
６
月
14
日
○金
ま
で
）　

30
日
○日
午
前
９
時
…
順
位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
13
日
○木
、
７
月
11
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
６
月
19
日
○水
午
後
２
時
30
分
、

７
月
17
日
○水
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
６
月
13
日
○木
、
７

月
11
日
○木　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流

や
相
談
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
介

護
者
交
流　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■日
７
月
６
日

○土　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
～
認
知
症
か

な
？
と
思
っ
た
ら
～
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院

神
経
内
科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス　

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■申
各
日
２
日
前

ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

荘
内
病
院
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
の
催
し

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」　

■時
午
前
10
時　

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家

族　

■内「
お
な
か
の
健
康
が
カ
ラ
ダ
の
健
康
」

竹
内
末
美
氏
（
庄
内
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
）

▼
が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の
「
ほ
っ
と
広

場
」　

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
が
ん
患
者
と

そ
の
家
族　

■内
茶
話
会

▼
共
通　

■日
６
月
15
日
○土　

■場
同
院　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

■日７月15日○月 午後１時30分　
■場荘内神社参集殿　■定200人　
■演題「菊池寛�仇討小説の
裏側」　■師菊池夏樹氏（菊池
寛直孫）　■申はがき裏面に氏
名・住所・電話番号（１枚に
つき１人）を記入の上、６月
20日○木 まで同館（〒997‐
0035市内馬場町４‐６）へ

■問同館☎29‐1880

藤沢周平記念館 講演会
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鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
４

か
月
に
１
回
）
を
案
内
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
７
月

３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の
水
曜

日
午
前
10
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定

各
日
先
着
２
人　

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の

母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
２
枚
、

お
く
る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
等　

■申
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
６

月
９
日
○日
、
７
月
20
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
６
月
13
日

○木　

②
７
月
11
日
○木
午
前
10
時　

■対
未
就
園

児
（
①
平
成
30
年
12
月
～
31
年
２
月
生
ま
れ　

②
31
年
１
月
～
３
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
①
触

れ
合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

②
ベ
ビ
ー

協
会　

■他
HP

み
ん
な
で
歩
こ
う
！ 

「
里
山
あ
る
き
２
０
１
９
」

▼
大
山
上
池
・
下
池
（
20
㎞
・
８
㎞
・
５
㎞

教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
21
日
○土
午
前
９
時

（
大
山
小
学
校
体
育
館
集
合
。
送
迎
バ
ス
は

８
時
20
分
に
Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
、
８
時
40
分
に
市

役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

▼
羽
黒
山
修
験
の
み
ち
（
20
㎞
・
９
㎞
・
５

㎞
教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
22
日
○日
午
前
８

時
（
手
向
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
７
時
15
分
・
30
分
に
市
役
所
本

所
、７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
発〈
要
予
約
〉）

▼
共
通　

■費
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

…
１
、
０
０
０
円
（
市
外
の
方
は
３
０
０
円

増
し
。当
日
申
込
み
の
方
は
５
０
０
円
増
し
）

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
お
わ
ん
、
保

険
証
等　

■申
８
月
30
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は
郵
便
払
込
（
振
込

口
座
０
２
２
４
０
‐
７
‐
１
２
０
４
２
１
）

へ　

■他
庄
内
豚
の
豚
汁
・
庄
内
風
芋
煮
汁
の

振
る
舞
い
あ
り
。
参
加
賞
は
マ
フ
ラ
ー
タ
オ

ル
（
各
日
で
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
）。
鶴
ウ
ォ

ー
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
荘
空

館
空
手
道
場
（
毎
月
第
４
金
曜
日
は
朝
暘
武

道
館
）　

■対
幼
児
～
大
人　

■費
月
額
３
、
０

０
０
円　

■申
会
場
で
受
付　

■他
練
習
見
学
は

自
由

金
峯
山
山
頂
→
中
の
宮
（
５
㎞
）　

■持
コ
ッ

プ
、
箸
、
軽
食
等　

■申
７
月
５
日
○金
～
12
日

○金▼
共
通　

■定
先
着
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０

０
円　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
市
HP

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

■
通
年
コ
ー
ス

▼
さ
わ
や
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

■日
毎
週
月
曜

日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

▼
自
彊
術　

■日
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

■場
朝
暘
武
道
館

▼
ソ
フ
ト
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

■日
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

■日
毎
週
土
曜
日
午

後
7
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

▼
共
通　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い

２
、
０
０
０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、

０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
無
料
体
験
１
回
可

■
短
期
教
室

▼
夏
の
養
生
ヨ
ガ
（
全
７
回
）　

■日
７
月
26

日
か
ら
の
金
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■定
先
着
15
人　

■費
７
、
０
０

０
円　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■申
同
ク
ラ
ブ
事

務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

社
会
人
ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ

■日
７
月
～
10
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時

（
計
16
日
）　

■場
朝
暘
武
道
館　

■問
鶴
岡
卓
球

午
後
２
時
30
分
…
表
彰
式　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■
特
別
ゲ
ス
ト　

小
椋
久
美
子

氏　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他

豪
華
賞
品
が
当
た
る
福
引
き
付
き
招
待
券
を

無
料
で
配
布
（
■
配
布
場
所　

小
真
木
原
総

合
体
育
館
、
市
役
所
本
所
）。
市
HP

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴
岡

■日
７
月
７
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

（
湯
野
浜
小
集
合
）　

■場
庄
内
浜
と
大
砂
丘
の

メ
ロ
ン
畑
コ
ー
ス
（
３
㎞
・
７
㎞
・
13
㎞
）

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円　

■
特
典　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

・
入
浴
割
引
券　

■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル

（
貸
出
し
は
要
予
約
）、
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸
、

コ
ッ
プ
等　

■申
６
月
28
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

課
内
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
各
種

出
店
ブ
ー
ス
あ
り

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ　

■日
７
月
13
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合〈
現
地
集
合
不
可
。全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
荒
倉
山

→
由
良
→
白
山
島
→
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
９
㎞
）　

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、

箸　

■申
７
月
１
日
○月
～
８
日
○月　

▼
金
峯
山
修
験
の
み
ち
を
行
く　

■日
７
月
20

日
○土
午
前
６
時
45
分
（
黄
金
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
６
時
30

分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
同
セ

ン
タ
ー
→
古
碑
の
道
→
中
の
宮
→
八
景
台
→
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福
祉
・
医
療
機
関
等
の
関
係
者　

■内
施
設
見

学
、
授
業
参
観
等　

■申
６
月
５
日
○水
ま
で
同

校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
乳
幼
児
行
事
「
子
育
て
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」　

■日
６
月
21
日
○金
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
子
育
て
応
援
隊
と

遊
ぼ
う
！
作
ろ
う
！

▼
自
然
体
験
活
動
「
サ
マ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
！
in
由
良
」　

■日
６
月
29
日
○土
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
（
同
館
集
合
）　

■場
由
良

海
岸
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
、
イ
ソ
ガ
ニ
釣
り
等　

■師
ゆ
ら
ま

ち
っ
く
戦
略
会
議　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■申
６
月
１
日
○土
か
ら
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０
へ

中
高
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業 

こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん

■日
７
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■対
中
学
生
・
高

校
生
15
人　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
た
ち

と
の
触
れ
合
い
交
流
等　

■場
・
■申
６
月
１
日

○土
～
26
日
○水
に
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０

８
へ　

■他
赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

（
■時
午
前
10
時
50
分　

■対
12
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■申
６
月
15
日

○土
～
７
月
５
日
○金
）

教
育
関
係
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

に
こ
に
こ
相
談（
就
学
に
つ
い
て
）　

■日
７
月
23
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■対
心

身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
子
供

と
そ
の
保
護
者　

■申
６
月
27
日
○木
ま
で
学
校

教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

鶴
岡
高
専 

中
学
生
一
日
体
験
入
学

■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
15
分

■対
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教
員

■内
体
験
学
習
、
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、
自
由
見

学
、
個
別
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
ク
ラ
ブ
紹
介
等　

■申
各
中
学
校
で
参
加
者
を
取
り
ま
と
め
て
同

校
学
生
課
☎
25
‐
９
４
２
５
へ　

■他
HP

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す　

幼
稚
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ
の
会
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん
ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
～
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
～
11
時
30

分▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ
ビ
ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
ハ
ッ

ピ
ー
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
共
通　

■他
☆
は
認
定
こ
ど
も
園
。
月
に
１

回
～
５
回
開
催
。
詳
細
は
各
園
へ

店
）
で
お
し
ご
と
体
験　

■申
６
月
８
日
○土
ま

で
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０
へ

子
ど
も
科
学
教
室 

「
化
学
の
世
界
を
楽
し
も
う
！
」

■日
６
月
15
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
鶴
岡
高

専　

■対
小
学
生
（
1
年
～
３
年
生
は
保
護
者

同
伴
）　

■申
６
月
７
日
○金
ま
で
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス　

■日
６
月
15
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

体
験
、
父
親
妊
婦
体
験　

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

■日
７
月
20
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
も
く
浴
の
見
学
、
赤
ち

ゃ
ん
の
人
形
で
お
世
話
の
体
験

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠
８
か
月
ま
で
の
妊

婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着
10
人　

■持
母
子
健

康
手
帳
、
同
別
冊　

■申
各
日
３
日
前
ま
で
健

康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
乳
幼
児
の
お
口
の
ケ
ア
と
食
育
」

■日
６
月
20
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
澤
田
正

佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム

☎
24
‐
５
６
３
５

特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
20
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
子
供
の
保
護
者
、
教
育
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〉）、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６

月
10
日
○月
ま
で　

②
６
月
14
日
○金
～
７
月
８

日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
６
月
18
日
○火　

②
７
月
16
日
○火
午
前
10
時　

■対
未
就
園
児

（
①
平
成
30
年
６
月
～
11
月
生
ま
れ　

②
30

年
７
月
～
12
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
歯
の
お
話
（
■師
澤

田
正
佐
子
氏〈
澤
田
歯
科
医
院
歯
科
医
師
〉）　

②
赤
ち
ゃ
ん
・
マ
マ
ヨ
ガ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
13
日
○木
ま
で

②
６
月
19
日
○水
～
７
月
10
日
○水

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
夏
〟（
☆
）　

■日
7
月
３

日
○水
午
前
10
時　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
１
０
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も
ち

ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る
（
☆
の
み
朝
暘
武

道
館
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
４
１

中
央
・
南
部
・
西
部
・
暘
光
・
大
山
児
童
館
、ま
ん
ま
ル
ー
ム
合
同
企
画

乳
幼
児
行
事「
は
な
ま
る
ラ
ン
ド
」

■日
６
月
13
日
○木
午
前
10
時
～
正
午　

■場
朝
暘

武
道
館　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内

あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
等　

■問
暘
光
児
童
館
☎

64
‐
８
６
４
０
、
各
児
童
館
ま
た
は
同
ル
ー

ム
へ大

山
児
童
館 　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
お
し
ご
と
体
験
！

■日
６
月
15
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）

■対
小
学
生
15
人　

■内
人
気
の
お
店
（
衣
料
品
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鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
＆
泳
ご
う
コ
ー
ス　

■日
指
定
の

土
曜
日
午
前
９
時
45
分
（
月
２
回
～
４
回
）　

■対
年
長
児
・
小
学
生

▼
水
あ
そ
び
コ
ー
ス　

■日
指
定
の
土
曜
日
午

前
10
時
45
分
（
月
２
回
～
４
回
）　

■対
４
歳

児
～
年
長
児

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
月
３
、
５
０

０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

施
設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
６
月
４
日
○火
・
12
日
○水

・
21
日
○金
、
７
月
９
日
○火
・
17
日
○水
・
26
日

○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■場
・

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
楽
焼
教
室　

■日
６
月
４
日
○火
～
６
日
○木
、

７
月
２
日
○火
・
３
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時

▼
水
香
お
ど
り　

■日
６
月
10
日
・
17
日
・
24

日
、
７
月
1
日
・
８
日
・
22
日
・
29
日
の
月

曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
６
月
10
日
○月
・
24
日
○月
、

７
月
８
日
○月
・
22
日
○月
午
後
１
時
30
分

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
13
日
○木
・
20
日
○木
・

27
日
○木
、
７
月
４
日
○木
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６東

田
川
文
化
記
念
館

▼
作
品
展
「
福
井
て
い
子
の
折
り
紙
展　

不

用
品
大
変
身
～
折
り
紙
や
い
ら
な
く
な
っ
た

も
の
が
素
敵
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
～
」

■日
６
月
５
日
○水
～
30
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分　

▼
ひ
ま
わ
り
の
会
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
６
月
30

日
○日
午
後
1
時
30
分　

■費
大
人
…
１
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料
（
要
整
理
券
）

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
親
水
水

路
の
草
刈
り
作
業
」　

■日
６
月
８
日
○土
午
前

９
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

の
は
さ
み
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」　

■日
６

月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■費

１
５
０
円

▼
自
然
観
察
会
「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲

大
作
戦
」　

■日
６
月
22
日
○土
午
前
９
時
～
正

午　

■定
10
組
（
１
組
５
人
ま
で
）　

■費
１
組

１
、
０
０
０
円　

■持
長
靴
、
着
替
え
等　

■申

6
月
21
日
○金
ま
で

▼
里
地
里
山
学
特
別
講
座
「
タ
ネ
か
ら
始
め

る
湿
地
の
再
生
」　

■日
６
月
23
日
○日
午
後
１

時
30
分　

■定
30
人　

■師
林
田
光
祐
氏
（
山
大

農
学
部
教
授
）　

■申
６
月
21
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
企
画
展
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
羽
黒
山
伏
と
歩

く
山
伏
の
作
っ
た″
信
仰
の
み
ち
〟」　

■日
６

月
８
日
○土
（
午
前
８
時
45
分
正
善
院
黄
金
堂

集
合
）　

■定
20
人　

■内
羽
黒
修
験
道
の
解
説

を
交
え
な
が
ら
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
巡
り

■師
林
慈
空
氏
（
荒
澤
寺
正
善
院
）　

■費
６
０

０
円　

■申
６
月
７
日
○金
ま
で　

▼
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を

読
む
」（
全
10
回
）　

■日
６
月
13
日
～
10
月
の

第
２
・
第
４
木
曜
日
午
後
１
時
30
分　

■場
同

館
等　

■定
先
着
50
人　

■
解
読
資
料　

羽
黒

山
門
前
町
・
手
向
地
区
の
村
中
文
書
等　

■師

後
藤
赳
司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究
所

主
幹
）　

■費
５
０
０
円
（
初
回
の
み
。
実
地

研
修
は
別
途
）

▼
企
画
展
示
「
修
験
道
中
膝
栗
毛
～
山
伏
が

作
っ
た″
信
仰
の
み
ち
〟
～
」　

■日
６
月
29
日

○土
～
11
月
25
日
○月
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分　

■場
同
館　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校

生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
０
０
円

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会　

■日
６
月
29

日
○土
午
後
２
時　

■申
６
月
11
日
○火
～
28
日
○金

▼
藍
で
鶴
岡
シ
ル
ク
の
ス
ト
ー
ル
を
染
め
よ

う　

■日
７
月
３
日
○水
午
後
２
時　

■対
高
校
生

以
上
先
着
16
人　

■師
近
井
肇
氏　

■費
２
、
５

０
０
円　

■申
６
月
４
日
○火
～
25
日
○火

▼
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
編
む　

プ
ラ
か
ご
づ
く
り

（
全
４
回
）　

■日
７
月
９
日
○火
・
23
日
○火
・
30

日
○火
、
８
月
６
日
○火
午
後
７
時　

■対
中
学
生

以
上
先
着
16
人　

■師
太
田
ア
イ
氏　

■費
２
、

５
０
０
円　

■申
６
月
４
日
○火
～
25
日
○火

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

講
座
・
講
習
会

消
費
増
税
負
担
軽
減
対
策　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
お
店
の
集
客
と
売
上

ア
ッ
プ
を
図
る　

■日
６
月
７
日
○金　

■時
・
■場

・
■定
１
回
目
…
午
後
２
時
・
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡
・
50
人　

２
回
目
…
７
時
・
鶴
岡
商
工
会

議
所
・
30
人　

■内
参
考
事
例
紹
介
等

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
説
明
会

■日
６
月
26
日
○水   

■時
説
明
会
…
午
前
９
時
30

分　

個
別
相
談
会
…
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

■場
出
羽
庄
内
国
際

村　

■定
１
０
０
人　

■内
決
済
事
業
者
に
よ
る

決
済
サ
ー
ビ
ス
や
導
入
手
続
き
の
紹
介

▼
共
通　

■対
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
を

検
討
中
の
事
業
者　

■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎

24
‐
７
７
１
１　

■他
HP

狩
猟
と
ジ
ビ
エ
を
お
い
し
く
学
ぼ
う
！

狩
猟
普
及
セ
ミ
ナ
ー
in
庄
内

■日
６
月
８
日
○土
午
前
10
時　

■場
手
向
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■対
18
歳
以
上
の
方　

■内

狩
猟
体
験
等
の
講
演
、
罠
掛
け
見
学
、
ジ
ビ

エ
料
理
の
試
食　

■申
山
形
県
猟
友
会
☎
０
２

３
‐
６
２
４
‐
０
３
８
２
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際
村　

■内「
認
知
症
と
口
腔
ケ
ア
～
お
口
の

健
康
と
認
知
症
～
」
田
中
彰
氏
（
日
本
歯
科

大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
学
講
座
教

授
）　

■申
同
歯
科
医
師
会
☎
28
‐
３
５
６
５

募
集

入
居
時
期
は
８
月
上
旬 

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
２
号
（
Ｂ
）、
東
部
１

号
・
2
号
・
３
号
、
茅
原
２
号
（
Ｂ
）・（
Ｃ
）、

城
南
１
号
（
Ｂ
）、
末
広
３
号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）、

大
西
町
住
宅
（
Ｃ
）
…
１
戸　

美
原
１
号
、

茅
原
３
号
（
Ｂ
）、
城
南
１
号
（
Ａ
）
…
２

戸　

■申
６
月
３
日
○月
～
７
日
○金
に
県
営
住
宅

指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

へ
店
舗
家
賃
・
広
告
宣
伝
費
に
助
成
し
ま
す 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方　

■内
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
上
限
70
万
円
）　

■申
６
月
28

日
○金
ま
で
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ

Ｏ
」
事
務
局
☎
24
‐
７
７
１
１
へ　

■他
７
月

上
旬
審
査
会
。
HP

外
来
生
物
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
募
集

▼
外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
飲

食
店　

■
募
集
期
間　

６
月
３
日
○月
～
17
日

○月　

■対
ウ
シ
ガ
エ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

を
食
材
と
し
て
活
用
で
き
る
市
内
の
飲
食
店

１
店
舗

▼
外
来
生
物
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
す
る
飲

食
店　

■
募
集
期
間　

６
月
３
日
○月
～
24
日

○月　

■対
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
粉
末
を
使
っ

た
商
品
を
試
作
す
る
市
内
の
飲
食
・
菓
子
製

造
店
２
店
舗

▼
共
通　

■申
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
自
然
博

物
園
構
想
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７

２
０　

■他
募
集
後
説
明
会
を
開
催

「
油
戸
魚
の
森
づ
く
り
」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
６
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
、
植
栽
等　

■申

６
月
21
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
５
９
へ　

■他
小
雨
決
行

河
川
内
の
樹
木
を
伐
採
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

■
伐
採
期
間　

８
月
上
旬
～
来
年
２
月
下
旬　
　

■場
赤
川
、
最
上
川　

■申
６
月
上
旬
か
ら
酒
田

河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
☎
０
２
３
４

‐
27
‐
３
４
９
７
へ　

■他
販
売
等
の
営
利
目

的
も
可
。
HP

つ
る
お
か
恋
す
る
林
間
学
校

２
０
１
９ 

男
性
事
前
研
修

 

「
つ
る
お
か
の
暮
ら
し
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

自
然
体
験
や
生
活
体
験
、
食
文
化
体
験
な
ど

を
通
し
た
婚
活
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
独
身
男
性
を
募
集
し
、
事
前
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。
首
都
圏
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー
等
で
女
性

参
加
者
募
集
用
に
上
映
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制

月
２
日
○火
・
３
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時

50
分　

■定
25
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
生
産
性
向
上
研
修　

■日
７
月
23
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理
［
基
礎
］
講
座　

■日
７
月
24
日

○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20

人　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

初
級
・
上
級
ク
ラ
ゲ
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す 

ク
ラ
ゲ
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座（
全
２
回
）

■日
７
月
６
日
○土
・
７
日
○日
午
前
９
時
10
分
～

午
後
５
時
25
分
（
７
日
は
午
後
４
時
10
分
ま

で
）　

■場
加
茂
水
族
館　

■対
高
校
生
以
上

■内
ク
ラ
ゲ
の
生
物
学
・
採
取
・
観
察
か
ら
イ

ベ
ン
ト
実
習
ま
で
の
講
義　

■費
３
、
０
０
０

円
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
代
等
）　

■申
６
月
20

日
○木
ま
で
案
内
チ
ラ
シ
で
申
込
み　

■問
山
形

大
学
サ
イ
タ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２
８

‐
４
５
１
７

労
働
法
等
に
関
す
る
基
礎
を
学
習
し
ま
す

山
形
県
労
働
学
院
（
全
２
回
）

■日
７
月
23
日
○火
午
後
１
時
～
４
時
10
分
、
24

日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
40
分　

■場

庄
内
総
合
支
庁
分
庁
舎　

■申
７
月
８
日
○月
ま

で
山
形
県
雇
用
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
３
７
８
へ

鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会　
　
　

市
民
公
開
講
座

■日
７
月
27
日
○土
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
～
来
年
３
月
の
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木
勇
氏

（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円　

出
羽
庄
内
国
際
村 
せ
か
い
の
台
所 　

ア
メ
リ
カ
料
理
～
キ
ャ
ッ
ト
さ
ん
の
台
所
～

■日
６
月
22
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ク
レ
モ
ン
ス
氏（
ア

メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
出
身
）　

■費
１
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
６
月
５
日
○水
か
ら
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

日
本
の
楽
器
体
験
教
室　
　
　

～
お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う
～

▼
箏
特
別
講
座　

■日
６
月
29
日
○土
午
後
３
時

30
分　

■場
響
ホ
ー
ル
（
庄
内
町
）　

■師
高
橋

理
香
氏
、
中
村
仁
樹
氏
、
匹
田
大
智
氏

▼
箏
講
座　

■日
７
月
６
日
○土
・
20
日
○土
午
後

６
時
30
分　

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
も
し
く
は
第
六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー　

■師
高
橋
理
香
氏

▼
共
通　

■申
山
形
箏
曲
彩
音
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
達
成
力
強
化
研
修　

■日
６
月
26
日
○水
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■日
７



22

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
１
・

８
５
～
３
・
１
５
％
（
保
証
料
不
要
。
在
学

中
は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
の

本
人
・
親
族
が
卒
業
後
県
内
就
職
ま
た
は
就

業
し
た
場
合
利
子
補
給
制
度
あ
り

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０
万
円
以
上
の
方
が
対
象

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

次
の
と
お
り
生
活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

生
活
資
金

教
育
資
金

福
祉
資
金

使
途

生
活
全
般

授
業
料
等

育
児
・
医
療
等

限
度
額
１
０
０
万
円
３
０
０
万
円

２
０
０
万
円

期
間

７
年
以
内

10
年
以
内

７
年
以
内

利
率

年�

２
・
７
５
％

年�

１
・
５
５
％

年�

１
・
２
５
％

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７
鶴
岡
市
水
防
訓
練 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
８
日
○土
午
前
7
時
～
正
午　

■場
羽
黒

橋
～
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地
域
側
）

河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎
22

‐
８
３
２
０

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
６
月
８
日
○土　

■場
山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１
枚
）　

■申

６
月
５
日
○水
の
午
前
９
時
に
社
会
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）へ　

■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

○水
、
９
月
11
日
○水
午
後
１

時
～
４
時　

■場
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
鶴
岡　

■問
山
形
県
求

職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
８
６
７

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

in
鶴
岡

■日
６
月
17
日
○月　

■時
・
■内
午
前
10
時
30
分
…

セ
ミ
ナ
ー
「
マ
マ
の
自
分
探
し
」（
■定
先
着

５
人
）　

午
後
１
時
～
３
時
…
個
別
相
談
会　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡　

■申
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ

ブ
サ
ポ
ー
ト
庄
内
☎
０
２
３
４
‐
28
‐
８
０

６
１　

■他
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
）

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
相
談
会

■日
・
■場
６
月
26
日
○水
…
市
役
所
本
所
４
階
ロ

ビ
ー　

７
月
24
日
○水
…
市
役
所
別
棟
第
４
会

議
室　

■時
午
前
10
時
～
11
時　

■内
住
宅
新
築

・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本

所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

人
間
関
係
や
心
の
不
安
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
方
へ　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
悩
み
相
談

■日
奇
数
月
の
第
１
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
庄
内
こ
こ
ろ
塾

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

相
談
・
そ
の
他

女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■日
６
月
４
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
７
時　

■内

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、

未
払
い
賃
金
、
休
暇
な
ど　

■
相
談
電
話
☎

０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２　

■問
連
合
山

形
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
０
５
５
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・　
　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
６
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
、
７
月

５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
金
曜
日
午
後

１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
各
相
談
各
日
先
着
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈

ん
で
元
気
が
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相

談
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い

等　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ 

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
６
月
８
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

生
活
や
住
ま
い
、
就
職
活
動
で
お
悩
み
の
求
職
中
の
方

出
張
相
談
会

■日
６
月
12
日
○水
、
７
月
10
日
○水
、
８
月
７
日

作
し
ま
す
。

■日
７
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
20
歳
～
45
歳
の
鶴
岡
市
・
三
川
町

・
庄
内
町
在
住
の
独
身
の
男
性
20
人　

■申
６

月
28
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５

８
７
へ　

■他
実
際
の
イ
ベ
ン
ト
は
１
泊
２
日

で
９
月
中
旬
に
実
施

兄
弟
都
市
鹿
児
島
市
の
青
年
た
ち
と
交
流
し
ま
せ
ん
か 

勤
労
青
年
国
内
研
修
生
募
集

■日
10
月
25
日
○金
～
27
日
○日
（
２
泊
３
日
）

■場
鹿
児
島
市　

■定
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
40

歳
以
下
の
方
６
人　

■費
６
万
円　

■申
７
月
31

日
○水
ま
で
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

英
語
で
伝
え
よ
う
食
文
化
講
座

受
講
生
募
集

　

海
外
か
ら
の
お
客
様
に
対
し
て
、
英
語
で

鶴
岡
の
食
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
方
を
養
成
し
ま
す
。

■対
日
常
会
話
程
度
の
英
語
、
日
本
語
が
で
き

る
方
（
国
籍
不
問
）　

■問
鶴
岡
食
文
化
創
造

都
市
推
進
協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５

２
９　

■他
関
連
し
て
今
秋
か
ら
英
語
対
応
ガ

イ
ド
養
成
講
座
を
実
施
。
HP

あ
な
た
の
空
い
て
い
る
時
間
で
で
き
ま
す　
　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

■対
18
歳
～
69
歳
で
歩
く
こ
と
に
自
信
の
あ
る

方　

■内
予
約
し
た
観
光
客
に
鶴
岡
公
園
周
辺

及
び
観
光
施
設
を
案
内
（
最
大
３
時
間
）

■申
鶴
岡
市
観
光
ガ
イ
ド
協
議
会
事
務
局
☎
24

‐
７
７
１
１　

■他
毎
月
第
３
水
曜
日
に
定
例

会
、
勉
強
会
等
あ
り

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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～
10
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■問
山
形
労
働
局

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
０
０
８
‐

７
１
５防

犯
対
策
を
し
っ
か
り
と
し

ま
し
ょ
う

　

昨
年
、
特
殊
詐
欺
被
害
者
の
約
７
割
の
方

が
、
固
定
電
話
へ
の
電
話
で
お
金
を
だ
ま
し

取
ら
れ
て
い
ま
す
。
犯
人
と
話
を
し
な
い
こ

と
が
最
大
の
防
犯
対
策
で
す
。
在
宅
中
も
留

守
番
電
話
に
設
定
し
て
電
話
の
相
手
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
鶴
岡
警
察
署
管
内
に
お
住
ま

い
の
約
６
割
の
方
が
、
無
施
錠
に
よ
り
泥
棒

の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
財
産
を

守
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

■問
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28
‐
０
１
１

０

田
川
高
校
再
編
・
中
高
一
貫

に
係
る
保
護
者
等
説
明
会

■日
７
月
１
日
○月
午
後
7
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
山
形
県
高
校
教

育
課
高
校
改
革
推
進
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
４
９
３　

■他
HP

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７
月

10
日
○水
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
か
労

働
基
準
監
督
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
・
納
付
期
限
の
間
際
は
労
働
基
準
監

督
署
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
次
の
申

告
書
集
合
受
付
会
場
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
告
書
集
合
受
付
会
場　

■日
７
月
８
日
○月

■日６月12日○水午前９時～午後１時　■定先着
20人　■費2,200円　■場・■申６月５日○水までし
らい自然館内「鳥海山おもしろ自然塾推進協
議会」事務局☎0234‐72‐2069へ　■持エ
プロン、タオル、雨具等

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾　
笹の葉採りと笹きづくり体験

花の能 羽州庄内松山城薪能

■日６月８日○土午後６時　■場松山歴史公園多目
的広場内特設舞台（雨天時は松山農村環境改
善センター） 　■内子供狂言「盆山」、狂言「千
鳥」、能「竹生島」、呈茶（午後３時30分～
５時30分）　■費2,000円（当日は200円増し）　
■入場券取扱い　松山文化伝承館、松山城址
館、松嶺コミュニティセンター、総合文化セ
ンター、生涯学習施設里仁館、松山総合支
所建設産業課　■問松山文化伝承館☎0234‐
62‐2632または松山総合支所建設産業課☎
0234‐62‐2611へ

●酒田市

―心ゆさぶる写実絵画―  
ホキ美術館名品展

■日６月１日○土～７月15日○月午前９時～午後
５時　■費大人…1,200円　高校生・大学生…
600円　中学生以下…無料　■場・■問酒田市美
術館☎0234‐31‐0095

●酒田市

●庄内町

　パレードへの出場団体と飛龍囃子の演奏者
を募集します（初めての方に「基本踊りＤＶ
Ｄ」プレゼント。動画は「夏宵まつり」HP
で見ることができます）。
　今年がファイナルで、来年新たなまつりに
生まれ変わります。▲

夏宵まつり　■日８月12日○月午後６時～９時　
■場余目駅前～茶屋町通り　▲

飛龍囃子練習日　■日毎週１回程度▲

共通　■問商工観光課内夏宵まつり戦略会議
事務局☎0234‐42‐2922

夏宵まつりファイナル！
出場団体＆飛龍囃子演奏者募集

格安航空会社（ＬＣＣ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

庄内空港と成田空港を結ぶ新規路線就航が決定
■問本所地域振興課☎内線587

　国内最大級のシェアを誇るジェットスター・ジャパン㈱の
庄内－東京（成田）路線の新規就航が決定しました。首都圏
往復はじめ成田空港を拠点に国内・海外の都市に乗り継いで
行くこともでき、空の旅の利便性が高まります。

■就航日
　８月１日○木～
■運航機材・便数
　エアバスA320型機（座席数180）
　1日 1往復（毎日運航）
■便名・時間
　▷ＧＫ777・成田空港発午後１時
　　　　　　　庄内空港着午後２時５分
　▷ＧＫ776・庄内空港発午後２時50分
　　　　　　　成田空港着午後３時55分
■エコノミークラス「Starter」片道運賃
　4,490円～（別途支払手数料・空港使用料など負担あり）
　※諸条件等はジェットスター公式HPでご確認ください
■予約
　ジェットスター公式HP、モバイルアプリ、一
　部のコンビニエンスストア、コンタクトセ
　ンター☎0570‐550‐538または050‐316
　3‐8538（電話予約は別途手数料が掛かりま
　す。日本語対応は午前９時～午後９時）

予約・確認は
こちらから
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コレクションは私の日記帳

日本輸出工芸研究会会長。半世紀以上にわたって約20万点の
工芸品や民具を調査・収集し、中でも寄木細工コレクションは
10万点に上る。最近はトルコの宮殿に収蔵されている日本の
工芸品などの調査にも携わる。6月16日まで致道博物館で開
催されている「世界のYOSEGI ー金子皓彦�寄木細工コレクシ
ョンー」のギャラリー・トークの講師として来鶴。神奈川県出身。

金
か ね こ

子 皓
て る ひ こ

彦 さん

ギャラリー・トークの様子（４月20日／致道博物館）

　私が寄木細工を集め始めたきっかけは東京で開か
れていた骨董

とう

市で見掛けたことで、今から50年以
上前の話です。子供の頃にお土産でもらったのと同
じようなものが売られていて、懐かしさを感じたん
です。次の週、その次の週にも行ってみるとまた売
っていて、見付けるたびに買っていました。一つひ
とつで模様や形、用途が違っているのが面白く、自
分の収集癖に火がついてしまいました。
　100個、200個と集めていたら、あるとき見たこ
とがないものに出会って、これは外国に輸出したも
のだという話を聞いたんです。そこから国内だけで
なく、外国にも行って集めるようになりました。
　最初は、寄木細工は箱根が発祥の地だと思ってい
たんですが、研究を進めていくうちに、より古い歴

史が静岡にあって、静岡から箱
根に技術が伝わったことを知り
ました。それで、もっと古い歴

史があるのではと思いたどってみると、行き着いた
ところは何とシリアだったんです。現地で実際に見
ると、テーブルや椅子など家具類はほとんど寄木な
んですね。工場やお店も多く、現地の研究者に聞く
と4000年前から作られていると言っていました。
　手に入れるたびに、材料や作った職人、当時購入
した人のことなど、作られた時代に重ねて、その背
景を想像するのもとても楽しいです。また、コレク
ションの一つひとつに手に入れたときの思い出も詰
まっています。お店で見付けたものが思ったよりも
高くて、骨董屋さんに「帰りの交通費以外全部置い
ていくから」と拝み倒して買ったこともありました。
見るだけで当時のことを思い出す、言ってみれば日
記帳そのものです。
　今回の展示に持ってきたのは選び抜いた約180点。
多くの方に見てもらって、寄木細工の魅力を感じて
ほしいですね。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

猫
が
敷
地
を
は
い
か
い

し
て
困
っ
て
い
ま
す

　

以
前
か
ら
周
辺
を
は
い
か
い
す
る
猫

が
自
宅
の
敷
地
内
で
ふ
ん
尿
を
し
て
い

き
ま
す
。
最
近
は
子
猫
も
は
い
か
い
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
首
輪
を
し
て

い
る
し
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
敷
地

内
に
侵
入
し
た
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

猫
を
寄
せ
付
け
な
い
対

策
を
し
ま
し
ょ
う

▼
飼
い
主
や
身
元
が
分
か
る
猫
の
場
合

　

個
別
に
指
導
に
行
き
ま
す
の
で
、
健

康
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
飼
い
主
等
が
分
か
ら
な
い
猫
の
場
合　
　

　

原
則
と
し
て
市
や
保
健
所
等
は
保
護

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
各
自
で

猫
を
敷
地
に
寄
せ
付
け
な
い
な
ど
の
対

策
が
必
要
で
す
。
猫
は
臭
い
の
強
い
も

の
が
嫌
い
な
の
で
、
食
用
酢
や
木
酢
液

等
を
ま
い
た
り
、
ハ
ー
ブ
類
を
植
え
た

り
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

QＡ
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な
お
、
近
所
で
の
野
良
猫
へ
の
餌
や

り
が
、
は
い
か
い
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
地
域
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
し

て
自
治
会
等
へ
対
応
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

昔
か
ら
ペ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
猫
は
屋
外
で
放
し
飼
い
に
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
ふ
ん
尿
や
鳴
き

声
、
住
居
侵
入
な
ど
近
所
の
方
に
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
猫
の
安

全
や
周
囲
へ
の
配
慮
の
た
め
に
も
、
屋

内
で
飼
育
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
猫
は
年
に
２
・
３
回
出
産
し

ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る
子
猫
を
終
生
飼

う
こ
と
が
で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
分
か
っ
て

い
る
場
合
は
、
事
前
に
不
妊
・
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸
な
命
を
増
や
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。

　〈
健
康
課
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休�日�診�療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞� �④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：00～15：00

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
6 . 8○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡共同の家こぴあ

����������〃 13：30 ～ 16：00 ������������������〃
26○水 �９：30 ～ 11：30 JA鶴岡本所
〃 13：30 ～ 15：30 JA鶴岡農機自動車中央センター
27○木 �９：30 ～ 11：00 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店
〃 13：30 ～ 15：30 JA庄内たがわ本所

7. 2○火 �９：30 ～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
����������〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署

今月の各種相談窓口開設日　6/ 4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 11日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線218 ��5日○水、7月3日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線307 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 20日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 28日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ��8日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所



練習室１

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成31年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：126,199人
　　 （男：60,376人、女：65,823人）
　世帯数：48,936世帯
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　練習室は遮音構造になっていて、バンド演奏など
大音量で使用の際も音漏れの心配がありません。床
面はダンスやバレエなどの練習ができるよう、柔ら
かい木下地のフローリングになっていますので、安

　これまで来館や電話による確認でしか分からなかった
施設の「空き状況」が、6月から荘銀タクト鶴岡のホー
ムページでも確認できるようになりました。パソコンや
スマートフォンなどで閲覧できますので、施設利用の計
画を立てる際などにぜひご活用ください。
※�インターネット環境がない方は電話で受け付けます。

最新の空き状況が
ホームページで確認できます

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

心してご利用いただけます。練習室は２室あり、両
室ともアップライトピアノを備え付けています。施
設使用料に含まれていますので、ピアノの練習場所
としても非常にお得です。

　ふだんは個人の家などで練習しているため、本番前に違った環
境で練習したいと思い利用しました。練習室では個人個人が「自
分の声がどう響くのか」を実感しながら、より緊張感のある練習
ができています。また、私たちがよく利用している「練習室１」
には鏡が設置されていて、歌っていると
きの表情や立ち姿を確認できるので重宝
しています。10人ほどで利用すること
が多いのですが、練習室は全体の響きを
確認するのにもちょうどいいです。

　女声合唱団 マリア・クワイア 佐藤 充子  さん

ご利用月の３か月前の１日から

申込み受付

Click!!　申請書はホームページからダウンロードでき
ます。来館ができない方に対しては、これまで
同様に、メールやＦＡＸでの申請を受け付けて
いますので、お気軽にご相談ください。

６月から申請書の様式が新しくなります

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188
 


